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ビジターセッションを通して 
多様な日本人が関わる教室が目指すもの  
―初級聴解会話授業での実践から― 
 
山本 由美子 
要 旨 
筆者は学生の日本語をもっと話したいという欲求と学生にはもっと多様な日本語が
必要なのではないかという自身の疑問からビジターセッションを行うことにした。タイ
には多くの日本人が住んでおり、その豊かなリソースを活かしたいと考えたからである。
タマサート大学に着任してから 2 年半、さまざまなビジターセッションを行った。ここ
では「日本人にインタビューする」と「ストーリーを作ろう！」の 2 つの活動を紹介す
る。実践を重ねる中でわかってきたことは、学生だけでなく参加する日本人にとっても
多くの学びがあることであった。学生と多様な参加者との間に互恵的な学びがあること
がわかったことはビジターセッションでのもっとも大きな意義であった。そこから、ビ
ジターセッションを通して多様な日本人が関わる教室が目指すものを導きたい。 
キーワード 
リソース ビジターセッション 多様 互恵的 社会 
1．はじめに 
「教室の中にいるのは教師と学生だけでいいのだろうか」「学生に必要なのは、教師によっ
てコントロールされた日本語よりももっと多様な日本語なのではないだろうか」、筆者がタ
マサート大学で初めて日本語初級聴解会話授業を担当したときに抱いた疑問である。それ
は学生の「日本語をもっと話したい」という欲求を強く感じたからであった。 
タマサート大学で日本語を勉強している学生は日本のアニメや漫画、J-pop には詳しい。
しかし、実際に日本語で日本人と話したことがないという学生が想像以上に多いことに筆
者は驚いた。一方、在タイ日本国大使館の調査統計によるとタイには 72,754 人（2017 年）、
バンコクだけでも 46,367 人（2014 年）もの在留邦人 1がいる。また、タマサート大学の
中でも多くはないが日本からの留学生がいることもわかった。この豊かなリソースを何と
か活かせないだろうかという思いからビジターセッションを行うことにした。 
また、過去にもタマサート大学では多くのビジターセッションが行われていた事実を知
り、このことも筆者がビジターセッションの実践に向けて一歩足を踏み出す一助となった。 
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2．実践報告 
2.1 実践の概要 
科目名：日本語初級聴解会話 
クラス：4 クラス（うち 2 クラスを筆者が担当） 
授業数：週 2 回（前期は週 1 回タイ人教師、後期は週 2 回日本人教師）90 分×30 回 
学生数：1 クラス 13～30 名（年度による） 
学生の内訳：日本語未習学生（大学入学後に日本語を勉強した者）、日本語既習学生（入学
前に高校や他の教育機関で日本語を勉強した者）、副専攻 
2.2 これまでに行ったビジターセッション 
筆者が着任した 2016年度から今年2018年度前期までの2年半の間に行った実践を提示
する。参加する日本人は、タマサート大学に留学している日本人大学生、インターンシッ
プでタマサートに来ている大学院生、バンコクの高校や大学の日本語の授業に入って日本
文化を紹介したり、会話練習のパートナーとして関わっているボランティア団体のボラン
ティアである。このボランティア団体はタイに住む日本人で構成されている。 
 
表 1 これまでに行った主なビジターセッション（2016 年 8 月～2018 年 11 月） 
活 動 名 教室の内・外 日本人参加者 メ モ 
日本人と遊ぼう！ 
「今、いちばん～たい○○」「福笑い」 内 ○留 、○イ 、○教  
最初の実践。タイ人教師
の提案 
未習学生対象 
日本語会話パートナー活動 外 ○留  留学生からの提案 日本人留学生 23 人参加 
大学同士の交流活動 内・外 日本からの訪問学生 R 大学との年 1 回の定期
交流 
日本人にインタビューする 内・外 ○留 、○イ 、○ボ  長期（約 2 か月）に渡る活動 
日本人をタラート（市場）に案内しよ
う！ 
JJ グリーン、タラートロットファイ、 
アユタヤ水上マーケット 
外 ○イ 、○ボ  
学生とボランティア双方
の要望で実現。アユタヤ
は 1 人の学生がすべての
プランを作成 
教室活動 
（ロールプレイ／ストーリーを作ろ
う！／ボランティアのストーリーを
聞こう／他） 
内 ○留 、○イ 、○ボ   授業の中での活動  
○留：留学生 ○イ：インターンシップ ○教：教師 ○ボ：ボランティア 
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2.3 2 つの活動についての報告 
上記の中から 2 つの活動「日本人にインタビューする」、「ストーリーを作ろう！」につ
いて報告する。この 2 つを選んだ理由は、「日本人にインタビューする」については長期
に渡る活動で計画性があり、また 3 回行ったことで実践の重なりがあったからである。「ス
トーリーを作ろう！」については逆に即興性のある活動だったからである。 
2.3.1 活動 1「日本人にインタビューする」 
この活動は 2016 年度から 2018 年度前期まで 3 回行ってきた。初年度は着任してすぐ
だったので、前年と同じように日本人教師だけを対象にインタビューを行った。しかし、
学生にいろいろな日本人と話す機会を与えたいと思い、2 年目からは教師以外の日本人に
インタビューすることにした。 
事前準備として、学生はグループごとにインタビューする日本人に、LINE のビデオ通
話を通してあいさつ、自己紹介、インタビューの日のアポイントをとるなどの活動を行っ
た。事前準備は 3 年目も同じである。インタビュー当日は、2 年目はインタビュー前にキャ
ンパスツアーをするなどして互いの関係構築を図った。3 年目はインタビューまでの時間
をクラスでの交流活動に当てた。筆者とタイ人教師の連携のもと、参加者全員が仲良くな
るためにさまざまなゲームをやることで互いの緊張感を和らげていった。 
インタビューテーマや質問は日本人のプロフィールを元に学生が考えた。例えば関西出
身者であれば「日本の方言とタイの方言」、タイ語を勉強している日本人には「日本人のタ
イ語学習について」、その他「タイに住んでいる日本人の生活」などである。ここで筆者が
大切にしたのは「インタビューを通して何を知りたいのか」インタビューの目的を明確に
することと、「インタビューを通して何がわかったか」を明確にすることであった。学生に、
インタビューすることの意味を考え、認識し、言語化してもらいたかったからである。 
発表は、インタビューから約 2 週間後（2018 年度）だったが、このときはインタビュー
されたボランティアも発表を聞きにくるとあって、学生はパワーポイントの作成、スクリ
プトの暗記などにかなり力を入れていた。発表後にボランティア一人ひとりに感想を言っ
てもらったが、全員が自分たちの話した日本語の語彙の難しさや話すスピードの速かった
ことについて言及し、何とか聞き取ってスクリプトにまとめ、発表した学生の努力を讃え
るものであった。また、インタビューのまとめ方についても感動の言葉が多かった。 
2.3.2 活動 2「ストーリーを作ろう！」 
この活動の目的は、毎年恒例の日本語講座の学習発表会で担当クラスはドラマを発表す
ることになっており、そのための準備、練習として即興でドラマを作ることである。また、
この活動のもう一つの目的は、ストーリーの中でふだんの自分とは違う自分になることで、
ふだんとは違う言葉を使う体験をすることである。つまりふだんなかなか自信を持って話
せない学生も、ストーリーの中という作られた関係性の中であれば逆に安心して話せるの
ではないかと考えたからである。 
活動は、アイスブレーキング、ストーリーを作る活動、発表と大きく 3 つに分けた。ア
イスブレーキングの内容は、「あなたと私」「ナイフとフォーク」「私の職業は何？」と全身
で表現することを意識し、徐々にドラマの要素を濃くしていった。ストーリーのテーマは
「よかったよかった！」である。ストーリーの流れとしては、自分たちは何かのグループで
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あり今ある場所にいる。そこで事件が起きる。困っているところへ誰かが現れ窮地を救っ
てくれる。「よかったよかった！」で終わるというストーリーである。90 分のうち、最初
の 30分をアイスブレーキングに当て、残りの 55分のうちストーリーを考えるのに 20 分、
練習に 15 分、発表に 10 分、振り返りに 10 分を当てた。グループに日本人がいることで、
学生はストーリーの内容についてタイ語や日本語で互いに説明し合っていた。 
3．参加者の反応と教師の気づき 
2018 年度の「日本人インタビュー」での感想で「いちばん大変だったことは何か」につ
いては、ほとんどの学生が文字起こしやスクリプトを覚えることだったと書いていた。ボ
ランティアには事前に学生の日本語のレベルを伝え、できるだけゆっくりとはっきりした
発音で話してほしいこと、難しい語彙や漢字の熟語を使わないでほしいと伝えていた。し
かしそれでも聞きなれない言葉を日本人が普通に話す発音やスピードで聞き取るには録音
されたものを何回も聞かなければならないだろう。一方で「いちばんよかったことは何か」
という質問に対しては、「日本人と話せたこと」「わからないことをやさしく教えてくれた
こと」「日本人の考え方や文化を知ったこと」「新しい言葉を知ったこと」「話したいことが
話せたこと」などと答えていた。そして、今後への提案として「もっと話したい」「日本人
ともっといろいろな活動をしたい」という意見がほとんどだった。全員が、日本人と話す
機会をもっと増やしてほしいと強く望んでいることがわかった。 
一方、ボランティアの感想は「タイに長く住んでいてもタイの学生と話す機会がなかっ
たのでとても貴重な経験だった」「日本語を学ぶタイの学生と知り合えたことが本当によ
かった」とあった。ここから日本人もタイ社会とのつながりを求めていることが読み取れ
る。さらに、学生の発表については「学生のしっかりまとめられたものを見て、自分たち
のほうがたくさん勉強になった」と全員が話していた。また、発表までの大変さはボラン
ティアにも伝わり、ボランティア自身も自分の日本語を見直し始めたことを話していた。 
「ストーリーを作ろう！」の活動については、学生の感想は「文法が正しいかどうか気に
しないで確信を持って話せた」「ドラマを作ることは本当に楽しかったです」「もっとこん
な活動をしたい」「俳優として、日本人と一緒に発表してうれしかった」というものであっ
た。日本人と日本語でドラマのストーリーを作り、発表するという経験は学生にとって初
めてのことであり、一つのものを一緒に作る活動から手応えを感じたことが伺える。 
一方、ボランティアの感想は「ストーリー作りまでにしっかりアイスブレイクされてい
たので学生のやる気が高まって積極的に参加しているのを感じた」「みんなでどんどん意見
を出し合い、どんどん工夫する空気ができてきた」「ふだんと違う学生の演技に驚き、感動
した」「限られた時間で作らなければならないことが学生や自分たちの気持ちを駆り立てた
と思う」などというものであった。ここからは発表に至るまでの協同作業のプロセスで学
生、ボランティアという枠を超えていったことが読み取れる。ストーリーの中では、ボラ
ンティアも日本人観光客として登場したり、家族の一員や教師、デパートの店員になった
りと、さまざまな状況や場面の中で一表現者となっていた。筆者は、この活動は、アイス
ブレーキングから始まって発表までの過程でドラマを作るということを念頭に入れ、入念
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に準備をしていったこともプラスに作用したと考えると同時に、限られた時間で作らなけ
ればならないことやストーリーの中での役割などの制約があったことも参加者を目標に向
けて集中させていった要因ではないかと考える。つまり、ドラマ作りやドラマの中である
瞬間学生は日本語学習者であることを忘れ、日本語話者として日本人と関わることができ
たのではないかということである。そしてそうであるならば、それはトムソン編（2017）
のいう「学習者というアイデンティティから外国語話者、外国語を使用する人という新し
いアイデンティティへ移行する瞬間」であったともいえるのではないだろうか。 
4．まとめ 
筆者が行ったビジターセッションという 2 つの実践を通して筆者がわかったことは 3 つ
ある。1 つは、実践の継続の意義である。「日本人にインタビューする」のように回を重ね
るごとに工夫や新しい試みが生まれることからわかる。2 つ目は「支援する側－支援され
る側」という関係を越える意義である。「ストーリーを作ろう！」のように共に何かを作る
活動は役柄などの制約やその過程での教師によるしかけによって、今目の前にある者との
関わりに集中し、学習者と支援者という関係から日本語話者同士へ関係が移行する瞬間が
見られた。3 つ目は、互いが互いにとってのリソースであるという意義である。実践のきっ
かけは学生の欲求に応えたいという思いからであったが、行っていくなかで関わる日本人
にも学びがあることがわかった。このビジターセッションを実践したことで筆者がもっと
も大きな意義と感じるのは 3 つ目にある。即ち学生と多様な参加者との間に起こる互恵的
な学びである。学生は一人ひとりの日本人との関わりを通して日本を知り、日本人も一人
ひとりの学生との関わりを通してタイを知っていった。教室の中に日本社会があり、タイ
社会があり、教室そのものが社会であった。ならば多様な日本人が関わる教室で筆者が目
指すものは社会につながる教室であると言うことができる。そして、そこでの教師の役割
は、教師自身も常に社会とつながっていることを認識し、参加する者同士が支援する―支
援されるという関係を越え、互恵的な学びが起こるようなしかけを作っていくことではな
いだろうか。今後は、さらに実践を重ねながら、社会につながる教室の意味をより深く考
えていくことを課題としたい。 
注 
 1 海外に 3 ヶ月以上滞在する日本人で、大使館に在留届を提出した者。 
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